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 日 時：令和５年８月２３日（水） 

１３時１５分～１４時４５分 

場 所：商工会議所 ２階大会議室  

 
 
 

会 議 次 第 

 

１ 開 会 

 

２ うつのみや産業振興協議会 役員改選について 

 

３ 議 事 

「うつのみや産業振興ビジョン」の重点施策について・・・資料１，資料２ 

（１）企業の立地・定着の促進 

（２）人材の確保と育成 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

【配布資料】 

・ 資料１ 「うつのみや産業振興ビジョン」の重点施策について 

・ 資料２ 企業の立地・定着の促進，人材の確保の育成 

・ 参考資料 うつのみや産業振興ビジョン（概要版） 
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（令和５年度） 

（敬称略・分野ごと組織名五十音順） 
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宇都宮農業協同組合 代表理事常務 見形 繁  

2 株式会社 ファーマーズ・フォレスト 代表取締役 松本 謙  
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工
業 

株式会社 ジェイテクトファインテック 総務部長 苅田 久雄  

4 株式会社 オニックスジャパン 代表取締役 大西 盛明  

5 キヤノン 株式会社 宇都宮事業所 部長 石川 和良  

6 
株式会社 ＳＵＢＡＲＵ 
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部長 羽野 将史  
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業
・
情
報 

株式会社 ＴＫＣ 相談役 角 一幸  

8 株式会社 東武宇都宮百貨店 代表取締役社長 星 佳成  

9 東日本電信電話 株式会社 栃木支店 支店長 横山 稔  

10 
観
光 株式会社 ＪＴＢ 宇都宮支店 支店長 鹿野 英克  

11 ス
ポ
ー
ツ 

サイクルスポーツマネージメント 株式会社 代表取締役社長 柿沼 章  

12 株式会社 栃木サッカークラブ 代表取締役社長 橋本 大輔  

13 

支
援
機
関 

宇都宮商工会議所 常務理事 小関 裕之 副会長 

14 宇都宮まちづくり推進機構 理事長 須賀 英之 会長 

15 公益財団法人 栃木県産業振興センター 専務理事 篠原 良一  

16 学
識 

 

経
験
者 

株式会社 あしぎん総合研究所 
取締役本部長チーフ

エコノミスト 
太田 敏幸  

17 
国立大学法人 宇都宮大学 

イノベーション支援センター 
センター長 高山 善匡  

18 
行
政 

栃木労働局 職業安定部長 左藤 倫子  

19 宇都宮市 経済部長 鈴木 信夫  



うつのみや産業振興ビジョンの重点施策について

『
経
済
・
産
業
未
来
都
市
』
実
現
に
向
け
，
産
業
分
野
を
横
断
的
に
取
り
組
む
「
５
つ
の
施
策
」

１．本市産業を発展させる新事業，成⾧産業の進行
・ＤＸやＧＸなどの推進や，本市まちづくりの発展を契機として，本市産

業をけん引するモビリティ関連産業の更なる飛躍を促進

・企業の技術力や経営資源を活用して，社会や地域の課題解決への貢献・

協力を促進

・企業間取引やオープンイノベーションの活性化による，コネクターハブ

企業の創出と産業集積の多軸化を図る

・新たな企業や地場企業による第２創業が絶え間なく創出されるよう起業,

創業を積極的に促進

○ モビリティ関連産業を始めとする重点振興産業の更なる振興の促進

○ 脱炭素化の促進や脱炭素化に伴う新技術・新製品開発,新分野進出の促進

○ ＤＸの推進による生産性や付加価値の向上の促進

○ 企業間や産学官金間の連携促進

○ スタートアップを始めとした起業・創業の創出及び成⾧・定着の促進

＜主な取組例＞ ＜取組に係る個別事業例＞

２．産業集積を高める企業の立地・定着の促進
・８つの「産業拠点」の活力維持と，新たな産業用地の開発を推進

・高い生産性や付加価値など高度な産業集積，さらなる拠点化を促進

・市外からの新たな企業の立地や，既存立地企業の定着と拡大再投資，地

域内での強い取引関係の構築を促進し，さらなる産業集積を図る

・「若年女性」や「農業」などの受け皿となる企業の立地を促進

３．本市産業を支える中小・小規模企業，地場産業等の振興
「中小・小規模企業」「地場産業」「農業者」が人口減少による内需の

縮小や経済安全保障上の課題への対応，ＤＸやＧＸの推進といった社会

経済環境の変化と，各事業者が抱える多様な課題に的確に対応し，持続

的に成⾧できるよう経営力や生産性，創造性の向上を促進

４．地域資源を最大限に活かす産業の総合力の向上
地域資源を最大限に活かして，製品や生産物，サービスに高い付加価値

を創出し，市場規模を拡大するとともに，生産性を向上するため，企業

間，産学官金間，さらには農林業，商業，工業，観光業の産業間の連携

を促進することで，産業の「総合力」の向上を図る

○ 事業承継や技術継承の担い手確保・育成の強化

○ デジタル化，脱炭素化などによる経営力強化と生産性向上の促進

○ 中心市街地の商店街の賑わい創出

○ 大谷石の魅力の発信・利用促進による大谷石産業の振興

○ 農地や森林の集積・集約化の促進，スマート農業導入等による生産性向上

○ 環境と調和した営農・保全活動の推進

○ 国内・海外への販路拡大の促進

○ 地場産品のブランド力向上および６次産業化の促進

○ 農工連携による農業支援サービスの開発・提供等の促進

○ 市内の企業や飲食店と連携した農産物の流通拡大

○ 大谷の地域資源を活用した観光業等のさらなる振興と新たな産業の創出

○ ＬＲＴによる中心市街地の「都市拠点」や「産業拠点」,「観光拠点」に

おける経済活動の活性化と，交流人口の増加の促進

○ スポーツツーリズムの展開など，年間を通した地域経済の活性化

○ ＭＩＣＥを活用した地域産業の活性化,ＭＩＣＥを推進に向けた基盤強化

○ 交流人口の拡大に向けたインバウンドの推進や⾧期滞在型の誘客の促進
５．産業活動の源となる人材の確保と育成
・女性の雇用創出効果が高い企業の立地を促進

・子育てと仕事を両立できる環境などの整備を進め，女性や高齢者などの

就労を促進するほか，企業の円滑な人材確保・育成を推進するとともに，

副業やジョブ型雇用などの多様な働き方を促進

・地域産業を牽引する人材の確保・育成を図るとともに，次代を担う若者

の職業観・就業観・起業家精神を醸成

○ 東京圏等からの本社機能の移転とオフィス系企業の立地促進

○ ＵＪＩターン就職・地元進学者の地元就職・就農支援の強化

○ 地域産業を牽引する多様な人材確保・育成

○ 「起業家」の創出・成⾧の促進

○ 「働き方改革（女性や若者が活躍しやすい環境整備など）」の推進

○ 新規就農者や林業従事者の確保・育成

・企業立地等支援補助金

・新産業創出支援事業補助金

・中小企業高度化設備設置補助金

・次世代産業イノベーション推進事業

交付金

・高度技術産学地域対象事業補助金

・宇都宮ベンチャーズ事業

・宇都宮サテライトオフィス事業

・本社機能立地支援補助金

・オフィス企業立地支援補助金

・地域中核企業支援事業

・企業の農業参入支援事業

○ 企業の新規立地や既存企業の拡大再投資に向けた支援の強化

○ 新たな産業用地の開発推進

○ 重点振興産業を中心とした企業の集積促進

○ 東京圏等からの本社機能の移転促進とオフィス系企業の立地促進

○ 企業の農業参入に向けた支援

・事業継承支援事業

・ICT利活用促進事業

・魅力ある商店街等支援事業

・商店街空き店舗活用推進事業

・大谷石利用促進事業

・園芸作物生産施設等整備事業

・販路開拓支援事業補助金

・宇都宮農産物輸出促進支援事業

・農産物ブランド推進事業補助金

・地産地消推進事業交付金

・大谷特性活用支援事業

・ナイトタイムエコノミー補助金

・東部エリア賑わい創出及び体験型

観光ツアー等造成支援補助金

・ジャパンカップサイクルロード

レースの開催

・FIBA3ｘ3ワールドツアーの開催

・MICE開催支援補助金

・駅東口地区の賑わいの創出事業

・ＵＪＩターン人材確保支援補助金

・将来の市内就職促進事業

・農村女性起業支援事業

・担い手確保育成支援事業補助金

・林業次世代人材育成確保事業

＜施策の柱と方向性＞

太字・下線部分が特にご意見頂きたい箇所
資料１
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１．企業の立地・定着の促進

⑴企業の国内回帰，設備投資の動向について
＜企業の国内回帰＞

新型コロナウイルス感染症の影響や地政学的リスクの高まりなどを背景に，海外からの原材料・商品等の調達難や価格の高騰が
続いており，生産拠点や調達先などの国内への回帰のほか，国産品への切り替えの動きが進んでいる。 【参考１】

＜設備投資の動向＞
新型コロナの感染症法上の分類が「5 類」に移行し，ポストコロナに向けて経済活動が本格化する中，半導体をはじめ各種資材

の不足が解消され，生産・営業活動が持ち直す動きもあるなど，設備増強に向けて動き始める企業も増えつつある。【参考２】

【参考２】企業の設備投資計画の推移【参考１】海外調達および輸入品の利用状況

2023 年度の設備投資に関する企業の意識調査
（帝国データバンク）

2023国内回帰・国産回帰に関する企業の動向調査
（帝国データバンク）

【海外調達または輸入品
の利用をしている企業】
のうち、拠点や調達先を
国内へ回帰・第三国へ移
転または国産品への変更
など「対策を実施/検討し
ている」企業は 40.0％

【設備投資計画がある
企業】は 60.5％であり、
コロナ前の水準に近づ
いている

【参考３】東京23区のオフィス空室率

東京23区の大規模オフィスビル動向調査
（森ビル株式会社）

感染症収束に
伴い，空室率
は鈍化傾向

資料２
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⑵栃木県内企業の設備投資に関する動向

＜設備投資の意向＞

2023年度 設備投資に関する栃木県内企業の意識調査（帝国データバンク）

＜期待する設備投資の効果 ＞

うち小規模

売り上げの拡大 22.4 36.4 18.4 23.3
利益の拡大 27.6 31.8 26.3 30.0
コスト削減 22.4 13.6 25.0 13.3
省人化の達成 7.1 4.5 7.9 10.0
取引先の満足度向上 3.1 0.0 3.9 6.7
人材育成 1.0 0.0 1.3 3.3
社員の満足度向上 10.2 13.6 9.2 6.7
社会貢献 1.0 0.0 1.3 0.0
その他 4.1 0.0 5.3 6.7
未回答 1.0 0.0 1.3 0.0

合計 100.0 100.0 100.0 100.0
全体より割合が高い項目

規模別内訳
期待する効果

大企業 中小企業
全体

注１）母数は2023年度の設備投資が
『ある』と回答した企業98社

『ある』(「すでに実施した」「予定している」「実施を検討中」の合計)と，
回答した企業は72.6％であり，前年比では9.6 ポイントの大幅に増加した。
また，全国調査での『ある』の割合60.5％を大きく上回っていることから，
栃木県内企業の設備投資に対する意向は強い。

大企業は「売り上げや利益」の拡大に加え「社員の満足度向上」を期待しており，
職場環境，労働環境の改善の設備投資という考え方も増加傾向にあるとみられる。
中小企業は「コスト削減」が突出して高いことに加え，人手不足を背景にした
「省人化の達成」の割合が高くなっているとみられる。

全国では60.5％

１．企業の立地・定着の促進
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⑶宇都宮市の産業集積における現状と課題
産業用地の早期確保

・ 既存産業団地は充満しており，分譲可能な産業用地が不足している
・ 平出・清原工業団地内立地企業の設備の老朽化が進んでいる
・ 近隣市町における産業団地開発が進んでいる

⇒ 新規企業の参入，既存企業の再投資・移転の受け皿となる一団の用地の確保が必要であり，
早期かつ着実に産業団地の造成計画を進めていく必要がある。

うつのみや産業振興ビジョンに定める産業用地の確保目標（令和４年度に設定）

項 目 目標値
新たな産業用地の

確保面積
４５ha（既存産業拠点の拡充も含む）

※工業用地の土地利用需要推計及び需要ニーズから市産業政策課が集計

１．企業の立地・定着の促進

⑷企業の集積促進に向けた今後の方向性について
＜補助制度について＞
企業ニーズや『設備投資に期待する効果』の動向等を踏まえ，効果的な支援制度となるよう見直しを図っていく。
＜産業用地について＞
既存の産業拠点周辺等において，新たな産業用地の整備を推進していく。（今年度は優先候補地の選定）

近隣自治体の動向
【上三川町】上三川インター南産業団地(約40ha)造成時期：未定

【栃木市】 平川産業団地(23.0ha) 造成時期：R3～R10

栃木インター西産業団地(23.0ha) 造成時期：R3～R7

【鹿沼市】 鹿沼インター産業団地(23.9ha) 造成時期：R4～

【下野市】 しもつけ産業団地(33.3ha) 造成時期：R4～R6

【足利市】 あがた駅北産業団地(19.1ha) 造成時期：R4～R8

【真岡市】 真岡第一工業団地南地区(21.4ha) 造成時期：R4～
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⑸宇都宮市における企業の集積促進に向けた補助制度について
補助金名 支援内容 補助率，上限額等

企業立地等支援
補助金

土地取得費，建物建設費，設備購入費
【基本補助】

製造業，特定サービス事業，物流関連産業等
【上乗せ対象業種（重点振興産業）】

モビリティ産業（自動車,航空宇宙,ＬＲＴ）,
情報通信産業,半導体関連産業,蓄電池産業 等

補助率：5％，
上限額3億円（上乗せ対象業種は上限額10億円）

オフィス企業立
地支援補助金

【賃借料補助】事務所の賃借料，
業務用駐車場の借上料

【シェアオフィス等使用料補助】施設の使用料
【改修費補助】入居時に要した内装改修費等
【雇用補助】新たに雇用した従業員の人件費

※新卒・女性雇用上乗せあり
【通信回線・使用料補助】通信回線の使用料
【税額補助】法人市民税（法人税割）相当額

補助率：基本区域1/3（重点区域・ICT集積区域1/2），
上限額：3年間で合計250万円（ICT集積区域600万円）
補助率：1/2 上限額：1年間で合計30万円（最大3年）
補助率：1/10 上限額：合計100万円
補助率：定額（正規10万，非正規5万/人）
上限額：合計200万円
補助率：1/2 上限額：3年間で合計250万円
補助率：1/2 上限額：3年間で合計100万円

本社機能立地支
援補助金

【賃借料補助】業務用駐車場の借上料
【改修費補助】入居時に要した内装改修費等
【雇用補助】市内移住・新規雇用市内在住者

※新卒・女性雇用上乗せあり

補助率：1/2 上限額：3年間で50万円
補助率：1/10 上限額：100万円
補助率：定額（20万/人） 上限額：2,000万円

１．企業の立地・定着の促進
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①各業界における経済動向と今後の見通しについて

（例示）・ 国内回帰や設備投資の動き

・ 感染症の収束に伴う需要拡大（インバウンドも含む）の状況とその対応

・ アフターコロナにおけるオフィス回帰や働き方の変容 など

②企業が設備投資に期待する効果について

（例示）・ 利益拡大，生産性向上

・ 職場環境の改善（オフィス改革）

・ 業務効率化による人材不足への対応 など

③企業の拡大再投資や定着の促進に向け，行政を含めた関係機関などに求める対応について

（例示）・ 職場環境・労働環境改善に向けた支援

・ 企業の新規立地やオフィスビル入居に向けた支援 など

⑹今回，ご意見・議論いただきたい内容

１．企業の立地・定着の促進
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２．人材の確保と育成

⑴県内企業の従業員の過不足状況と宇都宮市の年齢区分別人口の推移について

＜年齢区分別人口の推移＞
15歳から64歳までの生産年齢人口の減少が始まっており，生産年齢人口の割合は2021年は約61％（317,326人）であるが

2050年には約51％（217,927人）に達するなど，生産年齢人口減少が今後加速することが見込まれる。 【参考２】

＜県内企業の従業員の過不足状況＞
2023年4月，県内企業における正社員が「不足」とする企業は 53.4％と高水準を維持している。特に非正社員については，

44.4％と調査開始以来，最高値に達するなど，労働現場での人員不足が顕在化している。【参考１】

【参考１】県内企業の人手不足企業の割合 【参考２】宇都宮市の年齢区分別人口の推移（趨勢型）

人手不足に対する栃木県内企業の意識調査（2023 年 4 月） （帝国データバンク）

70,919 69,976 64,026 58,810 52,219 47,912 45,699 44,341 42,452

328,483 324,876 317,326 310,619 299,805 282,466 257,179 235,658 217,927

65,840 67,225 69,223 60,016 57,159
62,164

71,592
72,301

63,615

53,352 58,120 66,525 79,532 86,630 87,421 87,577
90,916

100,129

518,594 520,197 517,100 508,977 495,813 479,963
462,048 443,216 424,123

0
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200,000

300,000
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500,000

600,000

2015 2017 2021 2025 2030 2035 2040 2045 2050
年少人口 生産年齢人口 65～74歳 75歳以上

推計値
（人）

宇都宮市政策審議室作成

生産年齢人口が約10万人減少
（2021年比）見込み

業界別では，『運輸・
倉庫83.3％，『小売』
76.9％，『サービス』
69.2％，『建設』
58.8％などで不足感が
平均値を上回っている

業界別では，『サービ
ス』63.6％，『小売』
58.3％，『建設50.0％
などで不足感が目立つ
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⑵将来の労働供給不足シミュレーション 未来予測2040 労働供給制約社会がやってくる（リクルートワークス研究所）

２．人材の確保と育成

＜これからの労働需給予測＞
日本全体で，2030年に341万

人余，2040年に1100万人余の労
働供給が不足する。 【参考３】
都道府県別シミュレーションの結果，

2040年には東京都以外のすべての
道府県において労働供給が不足する
状況が推定され，栃木県においては，
29.8％不足する。また，地域により，
産業構造・業種・職種が異なることか
ら，これらを踏まえた対応が必要とな
る。【参考４】

【参考３】全国の労働需給シミュレーション

【参考４】都道府県別労働需給シミュレーション（抜粋）

【労働需要量】増加していく

【労働供給量】加速度的に
減少していく
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⑶人材育成に関する動向

２．人材の確保と育成

＜新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画＞
政府は，「リスキリングによる能力向上支援」，「個々の企業の実態に応じた職務給の導入」，「成⾧分野への労働移動の

円滑化」の三位一体の労働市場改革を行い，客観性，透明性，公平性が確保される雇用システムへの転換を図ることが急
務であり，これにより構造的に賃金が上昇する仕組み（※）を作っていくことが重要だとしている。【参考５】

今後，人口減少により労働供給制約が強まる中，人への投資を行わない企業は，ますます優秀な人
材を獲得できなくなり，それは企業価値や競争力の弱体化に直結することを認識しなければならな
い。他方で，諸外国の経験を見ると，人への投資を充実した企業においては，離職率の上昇は見ら
れず，むしろ，自分を育てる機会を得られるとして，優秀な人材をひきつけることが可能となって
いる。このため，企業自身が，働く個人へのリ・スキリング支援強化を図る必要があることを肝に
銘じる必要がある。（「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画」より抜粋）

政府広報オンライン

人口減少により労働供給が制約される
中，個人がキャリアを形成することで，
働き手と企業の関係は対等に「選び・
選ばれる」関係に変化する

【参考５】新しい資本主義のイメージ 国のリスキリングによる能力向上支援（抜粋）

①個人への直接支援（補助金）の拡充
雇用保険の教育訓練給付は高い賃金が獲得できる

分野，高いエンプロイアビリティ（※）の向上が期
待される分野への拡充

②雇用調整助成金の見直し
休業より教育訓練による雇用調整を選択できるよ

う助成率を見直し

③デジタル分野等の講座の拡充
専門実践教育訓練のデジタル関係講座数（179講座

（R5.4月時点））を，2025年度末までに300講座以上
に拡大

※ 雇用され得る能力のことで，Employ（雇用する）と
Ability（能力）を組み合わせた言葉。 一般に転職できるた
めの能力を示し，エンプロイアビリティが高いと，転職や
再就職の際に有利になると言われている。

※リスキリング等を通じたキャリア形成により個々の労働生産性の上昇させ，転職等を通じて産業構造の高度化を伴う形で経済全体の生産性向上と賃上げにつながっていく仕組み
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⑷宇都宮市の人材の確保と育成における現状と課題
市内企業における人材の確保・育成
・ 人口減少や転出超過に伴い，労働力人口が不足している
・ 労働供給量が減少する中，生産性を向上させるためには個人がキャリアを形成することが重要
・ DX化,GX化の推進や市場のグローバル化に対応できる高度人材の育成が急務

⇒ 労働供給量の不足が見込まれるとともに，DXやGXなど社会環境が大きく変革する中，デジタル分野に精通
した人材やグローバルに活躍できる人材など，地域産業をけん引する人材の確保と育成への支援を進めていく
必要がある。

うつのみや産業振興ビジョンに定める推定就業率（15歳以上の生産年齢人口に占める就業者の割合）の目標

項 目 現状値（令和３年度） 目標値（令和９年度）

推定就業率 ６３．５％ ６４．１％

２．人材の確保と育成

⑸人材の確保と育成に向けた今後の方向性について

＜人材の確保について＞
地元での就職促進や若者のＵJIターン就職支援を強化するとともに，企業の柔軟な働き方の促進を図っていく。
＜人材の育成について＞
企業の人材育成などを支援することにより，多様な人材が能力を発揮して働ける環境を整えられるよう支援していく。
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⑹宇都宮市における人材確保と育成に関する事業について
事業名 内容

じぶん×未来フェア

大学等に進学する高校生を対象に，将来，市内企業への就職を選択してもらえるよう，市内企業
の存在や魅力，学びと仕事のつながりを，説明や体験を通じて理解してもらう職業体験型イベント
（出展企業情報を掲載した「宇都宮市のお仕事ガイド」作成・配布）

高校生・大学生の保護者
向けセミナー

市内就職やＵＪＩターン就職への意識を持ち続けてもらえるよう，学生の就職活動への関心が高
く，また，学生の就職先決定において影響力の大きい「保護者」を通じて高校生・大学生への情報
発信を行う就活セミナー（年１回開催）

UJIターン人材確保補助金
市内中小企業が負担する県外大学生のインターンシップ受入れ経費を一部助成

【補助上限額】交通費5,000円＋宿泊費5,000×5泊＝30,000円/人，1企業60,000円

奨学金返還支援補助金
市内登録企業が自社従業員の奨学金返還に対し支援金等を支給した場合，当該企業が支給した金

額と同額を当該従業員に対し，１人あたり最大10万円を３年間交付（登録企業5社，R5.8月時点）

人材確保定着のための事
業所向けセミナー

労働者の雇用促進・定着に向けた企業の取組や，刻々と変化する人材確保や定着，リスキリングな
どの人材育成に関する様々な国の助成金・支援制度の活用方法，働き方改革，インターンシップ等
に関する支援策などを事業者に対し紹介するセミナー（年２回程度開催）

２．人材の確保と育成

令和元年（マロニエプラザ） 出展企業・団体33者 参加高校11校2,252人

令和４年（ライトキューブ宇都宮） 出展企業・団体31者 参加高校 5校 747人

令和５年9.27（ライトキューブ宇都宮）予定 出展企業・団体31者 参加高校 6校1,017人
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①企業の人材確保と育成などの課題認識や今後の見通しについて

（例示）・ インターンシップの充実

・ 多様な人材（女性・外国人・高齢者等）の雇用

・ 柔軟な働き方（多様な正社員・ジョブ型雇用・兼業・副業等）の推進

・ リスキリングなどの人材の確保と育成に向けた取組状況・成果

・ 人材確保に関するトレンドや課題認識，今後の対応や方向性 など

②企業の人材の確保と育成に向けて行政を含めた関係機関などに求める対応について

（例示）・ 多様な人材（女性・高齢者・外国人等）の雇用確保

・ 柔軟な働き方の推進

・ 人材育成への支援 など

⑺今回，ご意見・議論いただきたい内容

２．人材の確保と育成
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